云おうと する 何 かの 意図が あるなら、 作家な の だから 

せめて は その 人らしい ものの 云いよう、 表現で 書かれ 

たらば と 思われた。 

これまで 云い もしなかった 社会部 面に ついて 書く と、 

作家 ABC は 消滅して、 啓蒙 パンフレット 屋 がかく 通 

りの 用語、 表現で 作家が 書き はじめる という こと は、 

過渡期の あらわれ としても、 現代 文学の 明日への 真実 

な 成長 のために、 考え させる ところが 少 くな い と 思う。 

今日 作家が、 その 歴史的で あるべき 覚悟の 表現に お 

つよ 

いていよ いよ 勁く 文学的で あるよりも 一 般 化して しま 

う 傾き を 示して いると いう 事実 は、 私たちの 関心 を 十 



いめいが 自身の コム プ レックス について、 謙遜に かつ 

熱く 考えて みる 必要 は あると 思う。 果して、 文学の 仕 

事に 従うよう な 核心 的な ものが 自身の 精神のう ちに あ 

るか どうかに ついて、 若々 しく 憂悶す る 美し さも あつ 

ていいので はなかろう か。 『文芸』 の 当選 作 「運. 不運」 

(池 田 源 尚 氏) を 読み、 選評 速記 を 熟読して、 深く その 

感に打 たれた。 

「運. 不運 I (池 田 源 尚 氏) は、 この 作 だけにつ いて 决 



定 的な こと を 云われたら 作者 も 困る 作品 だろうと 思つ 

た。 『文芸』 の 今回の 選に は 満場 一 致の ような 作品が 

なくて、 そのため かえって 話題に のぼった 各 作品が 計 

らず 縦横から 相当 突 こんで 語られ、 それに つれてお の 

ずから 今日の 文学の 諸相 も 示されて いる。 その 点が 一 

般の 読者に とつ て も 興味深 か つ た。 

未完成な 作品と して 「運. 不運」 は そのこと を 積極 

的な 評価と して 推薦され ている わけ だが、 未完成な の 

はこの 作者と 作品の どこの ことにつ いて かと、 考えさ 

せられた。 それ は 主として 小説 を 書く 技術の ことで は 

ない のだろう か。 何故なら、 この 作者 は 自分の 描こう 



への 当り かたから 角度 を 鈍らされ ていて、 青 野 氏の 評 

言 どおりね て しまったの だと 思える。 この 「運. 不運」 

は 書き改められる、 材料が 惜しい と 宇 野 氏が 評して い 

るが、 書き改める という ことの 核心 は、 作者が 現実と 

自分との 角度 を しゃんと 明瞭に して 姿勢 を 立て直し、 

改めて かかる、 という ことと 同義な ので ある。 

この 作品 評で、 宇 野 氏が 生態の 描写と いう こと をよ 

くないと して、 おのずから 系譜 的 作品が それと ちがう 

べき こと を 暗示して いる こ とも 興味が ある。 文学 精神 

の 低 さに ついて 関心 を 示して いる 青 野 氏が、 この 作品 

が 生態 描写 風に 傾いて いる こと は 肯定して、 生態 描写 



「生きて 行く 姿の 移り 変り を その 移り 変リに 重点 をお 

いて かく。 その 時々 の 一種の モラルみ たいな もの を 描 

いて ゆく」 (青 野 氏) ものと されて いるの が、 生態 描写 

である。 青 野 氏 は なかなか 面白い とし、 宇 野 氏 は 「ィ 

ャ、 いかんね」 と 云い、 その 座 は 笑声に 満ちたら しい 

が、 これ をす こし 云い 直して みると、 私たちの 直感で 

或る 本質が つかめる。 「作家の 系譜」 と 云った とき 私 

たちに 感じられる もの、 「作家の 生態」 と 云った とき 受 

ける 一種の 感じ、 同じで あると は 誰し も 云えない。 

移り 変り に 重点 をお く、 という 現象への 人間の 適応 

を迪る 生態 描写に は、 生存の 跡 は うつせても 生活 は 彫 



り 出し きれない。 一 つの 移りから 次の 移り そのものの 

肯定 はあって、 動きの 現実が もっている 評価 は 作家の 

内部的な ものとの 連関に おいて 考えられて いないので 

ある。 モラルと いう もの も、 動きの 合理化に 過ぎない 

場合が 多い こと は、 一つ一つの 動きに 評価 を 求めない 

態度から 当然 導き出される。 

そして、 そういう 風な 小説なら ば 「あれ だけ 書いて、 

あれ だけ 見れば 人生に 対する 観 かたをも つ て 来る 害な 

のに、 其がない」 (青 野 氏) 場合で も 一 応は 書け るので 

ある。 



あらゆる 社会現象の 理解の ために、 そして 文学の 正 

常な 進展の ために は、 現代の 歴史的な 性格と いう もの 

が 動的に つかまれなければ ならない わけだろう。 その 

意味で、 今日の 文学の 感覚の 中で 歴史 性と いう もの は 

どう 見られて いるか、 なかなか 興味が ふかい 点で ある。 

高木 卓 氏の 「歴史小説の 制約」 (新潮) は 示唆に とん 

だ 文章 だと 思った。 歴史 を 扱った 小説 は 「過去から と 

び 出して 現在に 迄 及ぶ こと」 すなわち 「過去の 現在へ 

の 相応」 が あるべき ものである 点、 及び 歴史小説の そ 



の 「現代 相応 的な 方法」 によって、 今日は トンネルが 

くずれて 汽車で は 通れな くな つ て いると ころ を も 街道 

わらじ 

を 草鞋ば きで 目的地へ 行きつ ける 場合 も ある こと、 し 

かし 汽車が あるのに ちょんまげ つけて 歩く 方 を 選ぶ と 

いう 方法の 唾棄すべき こと、 並に、 史実 は 甚だ 重要で 

は あるが 唯一 の 準拠 的な もので はない (例えば 官選 歴 

史書で さえ 時代 時代に 修正 や 改訂され つ つ ある 事実) 

それ 故 「史実」 と相異 する ことで だけ 咎めら るべき で 

ない こと、 さらに 現代の ように 巨大な 転換期に おける 

歴史小説の 新しい 方向と して、 従来 「主人公」 に 象徴 

または 反映され ていた 時間 空間 は 「時間 空間」 その も 



の を 主役と して 前面へ 押し出され 「従来 主人公だった 

人間が 却って 添景にまで 後退 するとい う 行き方の 小説 

も 試みられても いいように 思う。 歴史小説に 於て より 

高 い 観点が 要求 さ れ ると き 制約 のなかで 最も 留意す ベ 

きもの はこの 時間 的 及び 空間 的な もので は ある ま い 

か」 と 云われて いるので ある。 

同氏の 「南海 譚」 (文芸) を、 作者の そのような 歴史 

小説への 意図 を ふくんで 読み、 三百 年の 昔 朱印船に 

のって 安 南へ 漕ぎ出した 角 屋七郎 兵衛の 生涯が 「角屋 

七 郎兵衛 よ、 お前が」 と 語り 出されて いる 作者の 情感 

の 意味 も肯 けた。 徳 川の 鎖国の 方針が 七 郎兵衛 の 運命 
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